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1　Macmillan English Dictionary（以下MED）の初版（2002）から5年を経て、
2007年に同辞典第2版が出版された。辞典使用者の必要を満たすべく編纂された第
2版の様々な特徴の中でも目を引くのは、writing skillに特にフォーカスを置き、学
習者が、学術的な文章やビジネス文書を書く上で役立つような工夫がなされている
ことである。上級レベルの学習者は、学業や仕事において、書くということが多いに
要求されるはずである。MED2のwriting skill向上をサポートする工夫の一つに、第
2版で新たに設けられた‘Get it right’box（以下Get it rightボックス）がある。こ
れは、学習者コーパスに基づき、学習者が犯しやすい誤りと正しい英語表現などが
記述されたコラムである。
本稿では、Get it rightボックスの学習者によく見られる誤りについてのノートを
分析するとともに、主として、MED 2と同じく上級学習者用辞典であるCambridge 
Advanced Learner’s Dictionary3（2008）（以下CALD3）とLongman Dictionary of 
Contemporary English5（2009）（以下LDOCE 5）に掲載された学習者によく見られ
る誤りについてのノートと比較してみたい。CALD3とLDOCE 5のノートもそれぞれ
独自の学習者コーパスデータに基づいていることから、MED2の記述と比較すること
により、これら3種の辞典に掲載される誤りの項目や記述において、共通点や相違点
があるかについて調べることを目的とする。CALD 3とLDOCE 5の基づくコーパスデ
Macmillan English Dictionary
for Advanced Learners第2版の
‘Get it right’ boxについて
藤本  和子
－ 40－ － 41－
ータや、学習者によく見られる誤りについてのノートに関する詳細は藤本（2009）を
参照していただきたい。
2　まず、MED 2の特徴について見てみよう。MEDは、2億2000万語の話し言葉と
書き言葉からなるthe World English Corpusに基づいて編纂されている。MED2は、
the Macmillan/CECL (the Center for English Corpus Linguistics) projectにより、
the World English Corpusに加えて、以下のコーパスデータに基づき編纂されてい
る。一つは、ICLE（the Louvain International Corpus of Learner English）という、
中国語、日本語、トルコ語、たいていのヨーロッパ言語を含む16の異なる母語をも
つ学習者のおよそ400万語の書き言葉からなるコーパス、そして英語母語話者の学
術的な文章から収集された書き言葉からなる1500万語のコーパスである。1）
MED 2では、数百の新語が採用されている。例えば、adspend、carbon 
trading、ELF、satnav、Skypeなどのビジネス、環境問題、コミュニケーション、
テクノロジーなどに関する語である。これらの新語からも現代社会の動きを垣間見
ることができよう。MEDが上級学習者に必要な‘core vocabulary’とみなす7500
語は、初版と同様にMED2でも赤字で示され、頻度を表わす赤い星印が付されてい
る。星印が1つの語は、‘fairly common’、3つあるものは、‘one of the most basic 
words’ であることを意味する。例えば、Aの項目を見てみると、abbreviation ★、
abandon1 ★★、a2 ★★★となっている。
語の定義は、2500語の‘defining vocabulary’ を用いてなされている。そして、5
つ以上の意味が掲載されるエントリーには学習者が語義を見つけやすいように見出
し語の下に‘menu’が設けられている。
ボックスとして、Get it rightの他、Collocation、Metaphor、Grammar、Other 
ways of saying … 、Differences between British and American English、Words 
that may cause offenceなどが設けられている。本稿では個々の内容に触れることは
しないが、いずれも、学習者の英語習得とその運用を助けるものであると言えよう。
さらに、MED2は、本体中央に90ページ以上にわたるStudy Sectionを設けている。
このセクションには、Improve your Writing Skills、Expand your Vocabulary、
Language Awarenessの3つのパートがある。Improve your Writing Skillsと
Expand your Vocabularyは、特にwriting skillの向上をサポートするためのもの
である。
それぞれのパートの特徴を見てみよう。Improve your Writing Skillsでは、
構成のよい、効果的な英文が書けるよう、Adding information、Comparing and 
Contrasting、Exemplificationなどの学習者が困難を感じやすい領域について、ア
ドバイスやヒントが与えられたWriting Sections及び、Grammar Sections2）から成
り立っている。興味深いのは、学習者が使い過ぎたり、逆にあまり使用しない表現
が明示され、それらの表現の使用について、ネイティヴスピーカーと学習者を比較し
たグラフが挿入されており、学習者の傾向がよくわかることである。例えば、次のグ
ラフを見ると、ネイティヴスピーカーの書いた英語と比較して、外国人英語学習者が
書く英語にはandの文頭使用頻度が極めて高いことがわかる。
Figure 1  MED2  IW4
文頭にandを用いる傾向は、筆者が担当する日本人大学生の文章にも確かに見られ
る。このように、学習者の英語とネイティヴスピーカーの英語を比較できるのは
MED2の大きな特徴の一つである。
Expand your Vocabularyでは、Communication、Emotions、Movementの3つ
の分野の‘core’word（例えば、Answer、Say、Tell、Angry、Excited、Satisfied/ 
dissatisfied、Fast、Arrive、Travelなど）について、同義語、コロケーション、レジ
スター、アメリカ英語とイギリス英語の用法の違いなどの情報がまとめられている。
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これらから、学習者は、語彙の強化ができるとともに、状況にあわせた語の適切な
使用などを知ることができるだろう。
Language Awarenessでは、Idioms、Metaphor、Word Formationなどの分野
について、各分野の専門家による最新の情報が掲載されている。これらは学習者が
自信をもって英語を運用できるように、英語への理解を深めるためのものであり、上
級学習者であれば一読しておくとよいものである。MEDは、初版からの重要方針と
して‘a belief that we can make dictionaries better by applying what we learn 
from linguistic theory in practical ways’（p.ⅷ）を挙げているが、その方針の一端
がLanguage Awarenessにも表れていると言えよう。
3　MED2のGet it rightボックスについて見てみよう。Get it rightボックスの記述
には、the Macmillan/CECL projectの研究成果が生かされている。このボックスの
数は、本体エントリー中に103、本体中央のStudy Sectionに24（エントリー中にあ
るものと内容が重複するものあり）である。どの項目をこのボックスで取り上げるか
について、MED 2（IW2）には、学習者の誤りの頻度が高いだけでなく、広く、様々
な国籍の学習者に共通する誤りを掲載している旨が述べられている。そして、学習
者の英語とネイティヴスピーカーの英語を比較し、注目すべき違いがある場合は、そ
の違いがグラフによって表わされているボックスもある。すでに述べたように、学習
者の英語コーパスとネイティヴスピーカーの英語コーパスを比較しているのはMED 2
の大きな特徴であろう。
Get it rightボックスのタイプは大きく分けて、綴り、文法、動詞／名詞／形容詞
のとる構造、語の混同、レジスターに関するものがある。本体エントリー中の103の
ボックスのうち、およそ半数のボックスで、動詞／名詞／形容詞のとる構造に関する
ものが掲載されている（詳細はIW38参照）。語がどのような構造をとるかということ
は、英文を書く上で必要不可欠な知識であるためであろう。
各タイプの例を挙げてみよう。MED 2に掲載されているが、CALD3とLDOCE 5の
誤りノートでは取り上げられていない項目を見てみよう。紙幅の都合上、本稿で紹介
するのは、ボックス中の記述の一部であることをお断りしておく。各項目は、ボック
スをもつ見出し語で呼ぶことにする。
綴りに関するもの
fulfil  v
The verb fulfil has only one ‘l’ in the middle (unlike the adjective full, which has 
a double ‘l’).
× Life is too short to enable man to fullfil his dreams.
✓ Life is too short to enable man to fulfil his dreams.
In both British and American English, the final ‘l’ is doubled in the forms 
fulfilled and fulfilling:
× a duty that must be fulfiled
✓ a duty that must be fulfilled
文法に関するもの
trouble  n
Trouble is mostly used as an uncountable noun …
× Most people who are in prison have had troubles with the law before.
✓ Most people who are in prison have had trouble with the law before.
動詞のとる構造に関するもの
prevent  v
The verb prevent is never followed by an infinitive.
× They tried to prevent me to leave.
✓ They tried to prevent me leaving.
✓ They tried to prevent me from leaving.
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名詞のとる構造に関するもの
risk  n
The noun risk is never followed by an infinitive. Use the pattern the/a risk of 
doing something:
× Smokers themselves have a high risk to get cancer.
✓ Smokers themselves have a high risk of getting cancer.
形容詞のとる構造に関するもの
harmful  adj
The usual preposition to use with harmful is to (not ‘for’) :
× Smoking is harmful for smokers and non-smokers.
✓ Smoking is harmful to smokers and non-smokers.
語の混同に関するもの
end  n
People often confuse the phrases at the end and in the end.
In the end is similar to finally or eventually. Use it when you are saying what 
happens finally, after everything has been thought about or discussed:
× He had promised to share his prize, but at the end he didn’t.
✓ He had promised to share his prize, but in the end he didn’t.
レジスターに関するもの
bit  adv
The expressions a bit and a little bit, when used before an adjective or adverb, 
are used mainly in informal English. To express the same meaning in written text, 
you can use any of the following:
■ a little
■ slightly
■ rather
■ somewhat
× Public service television seems to be a bit more serious, more based on facts.
✓ Public service television seems to be a little more serious, more based on facts.
✓ Public service television seems to be slightly/rather/somewhat more serious, 
more based on facts.
4　本稿でMED2と比較するCALD3とLDOCE 5が基づくコーパスデータと学習者に
よく見られる誤りについてのノートについて簡潔にそれらの特徴を述べておこう。
CALD 3は、10億語を超えるthe Cambridge International Corpus、LDOCE 5は、3
億3000万語のthe Longman Corpus Networkを用いて編纂されている。CALD3と
LDOCE 5の学習者によく見られる誤りについてのノートは、ケンブリッジ大学出版
局とピアソン・ロングマン社のそれぞれ独自の学習者コーパスに基づいている。The 
Cambridge Learner Corpusは、世界中のCambridge ESOL English exams受験者
の答案から収集したもので、CALD 3の編纂された時点では、コード化された1000
万語規模のデータベースと考えられる。3）一方、the Longman Learners’ Corpusは、
世界中の英語学習者が書いたエッセイや試験答案からなる1000万語のデータベース
である。CALD 3は、学習者によく見られる誤りがCommon mistakeというボック
スの中に掲載されている。ボックスの総数は385である。MED 2と同様に、一つの
Common mistakeボックスに誤りの項目が複数掲載されている場合もある。
LDOCE 5では、 の記号が付された340の学習者によく見られる誤りのノートがある。
第2章で述べたMED 2の基づくコーパス規模は、CALD 3とLDOCE 5のものほど
大きいとは言えない。しかしながら、マクミラン社は、the CECL learner corporaの
類のない特徴として、そのデータが、試験の答案よりも、むしろ時間制限が課され
ずに書かれたエッセイから収集されていることを挙げ、学習者が自信のある構造や
語彙のみ使用する傾向のある試験答案のデータ分析情報の限界について触れてい
る。4）使用データにおけるMED 2の特徴と言えよう。
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5　MED 2、CALD 3、LDOCE 5が掲載している学習者によく見られる誤りを比較し
てみよう。ここでは、それぞれの辞典の本体エントリー中に設けられたボックスノー
ト、及び のついたノートを比較し、MED 2とLDOCE 5の本体中央ページに設けら
れたセクションのものは比較の対象としない。各項目は、MED 2のGet it rightボッ
クスをもつ見出し語で呼ぶ（以下同様）。
5.1　MED 2、CALD 3、LDOCE 5のすべてに掲載されている学習者によく見られる
誤りの項目と、MED2には掲載されているが、CALD3、LDOCE5には掲載されてい
ない項目について、A、M、Wの項目の例を見てみよう。
5.1.1　MED2、CALD 3、LDOCE 5のすべてに掲載されている項目
actual  adj  actualとcurrentあるいはpresentの混同
advice  n  名詞adviceと動詞adviseの混同
afford  v  affordの後ろにto不定詞ではなく、-ing形を用いる誤り
arrive  v  arriveの後ろに前置詞at/inではなく、toを用いる誤り
most  determiner, pron 決定詞がつかない名詞の前にmostではなく、most ofを
用いる誤り
much  determiner muchを名詞の複数形とともに用いる誤り
whether  conjunction 綴りにおける誤り（厳密には、LDOCE 5は、weatherと
の混同について）
これらの誤りは、MED 2、CALD 3、LDOCE 5が基づく学習者コーパスのいずれに
おいても頻度が高いと考えられる。学習者はこれらの用法に注意すべきであろう。
5.1.2　MED 2には掲載されているが、CALD 3、LDOCE 5には掲載されていない項
目
access  v  動詞accessを他動詞としてではなく、自動詞として用い、目的語
の前に前置詞toを用いる誤り
agree  v  ‘you approve of something or think it is the right thing to do’ で
あることを伝えたい場合に、agree with something ［agree with 
doing something］ではなく、‘agree something’を用いる誤り。
またこの意味の時に、‘agree to something’を用いる誤り
approve  v  ‘to have a positive feeling towards something or someone’の意
味でapprove ofではなくapproveを用いる、つまりapproveを自
動詞としてではなく、他動詞として用いる誤り。またこの意味の場
合に、approve of someone doing somethingではなく、‘approve 
someone to do something’を用いる誤り
mean  v  ‘what something involves or what its result is’について述べたい
場合に、mean＋-ing形ではなく、mean＋to不定詞を用いる誤り
more  adv 主に話し言葉や、くだけた書き言葉で用いられるmore and more
という表現を、学術的な文章やビジネス文書で用いる誤り
who  pron who’sとwhoseの混同
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MED 2がmore and moreを用いることを誤りとみなしていることからも、Get it 
rightボックスは、あらたまった書き言葉に焦点をあてていることがわかる。
5.2　同じ語に関する誤りでありながら、MED 2、CALD 3、LDOCE 5において、掲
載されている誤りの内容が3つの辞典において異なる場合がある項目をいくつか見て
みよう。
（1）make  v
MED 2 When make means ‘to cause or force someone to do something’ 
and is followed by another verb, use the infinitive without to:
× What makes them to commit crime?
✓ What makes them commit crime?
CALD 3  When make has the meaning ‘to force’, it is followed by a verb in 
the infinitive without ‘to’.
Do not say ‘make someone to do something’, say make someone 
do something:
　They made us to pay extra for the drinks.
　They made us pay extra for the drinks.
LDOCE 5  Do not use ‘made by’ when talking about the materials used to 
make something.
MED 2とCALD 3は、makeの後ろに動詞の原形ではなく、to不定詞を用いてしま
う誤りを掲載している。一方、LDOCE 5は、‘a wine made from Chilean grapes’
や‘The wheels were made of wood’.のように「…で作られる」という場合に、前置
詞byを用いないように注意を促している。
Table 1　makeに関する誤り
MED 2 CALD 3 LDOCE 5
make＋目的語＋to不定詞（×） 掲載あり 掲載あり 掲載なし
made＋by（×） 掲載なし 掲載なし 掲載あり
（2）research  n
MED 2 Research is an uncountable noun …
× Her latest work confirms the findings of earlier researches.
✓ Her latest work confirms the findings of earlier research.
CALD 3  Warning: Choose the right verb!
Don’t say ‘make research’, say do/carry out/conduct research:
　The company makes research into alternative energy sources.
　The company does research into alternative energy sources.
In its main meaning, research cannot be used with a or an.
To talk about an amount of research, do not say ‘a research’, say 
research, some research or a lot of research:
　He has done an interesting researches into animal behaviour.
　He has done some interesting research into animal behaviour.
LDOCE 5  Do not say ‘make research’. Say do research or carry out 
research.
MED 2は、researchを数えられる名詞として用いてしまう誤りを、CALD 3は、こ
の語を数えられる名詞として用いてしまう誤りとともに、‘make research’というコ
ロケーションの誤りを掲載している。LDOCE 5も、‘make research’というコロケー
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ションの誤りを掲載しているが、MED 2、CALD 3とは異なり、数えられる名詞とし
て用いてしまう誤りについては触れていない。
Table 2　researchに関する誤り
MED2 CALD3 LDOCE 5
reasearches（×）/a reaserach（×） 掲載あり 掲載あり 掲載なし
make research（×） 掲載なし 掲載あり 掲載あり
（3）worth  adj
MED 2  The adjective worth is never followed by an infinitive. Use the 
pattern worth doing something:
 × Is it really worth to spend five years of your life studying?
 ✓ Is it really worth spending five years of your life studying?
 Note also that the active form of the verb is always used, whether 
the meaning is active or passive. You can say ‘this is worth thinking 
about’ or ‘it is worth thinking about this’:
 × History is a subject well worth being taught.
 ✓ History is a subject well worth teaching.
CALD 3  When worth is followed by a verb, that verb cannot be in the 
infinitive with ‘to’.
 Do not say ‘be worth to do something’, say be worth doing 
something:
 　Do you think it’s worth to ask Patrick first?
 　Do you think it’s worth asking Patrick first?
LDOCE 5  Worth is not a verb. Do not say that something ‘worths’ something.
MED2では、worthの後ろにto不定詞を用いる誤り、及びworthの後ろに‘being 
taught’のような受動態を用いる誤りについて、CALD 3には、worthの後ろにto不
定詞を用いる誤りが掲載されている。LDOCE 5は、worthを動詞として用いてしま
う誤りについてである。
Table 3　worthに関する誤り
MED2 CALD3 LDOCE 5
worth＋to不定詞（×） 掲載あり 掲載あり 掲載なし
worth＋being＋過去分詞（×） 掲載あり 掲載なし 掲載なし
worthの動詞としての用法（×） 掲載なし 掲載なし 掲載あり
6　MED 2のGet it rightボックス中の記述と、CALD 3、LDOCE 5などとの記述に
違いが見られるものをいくつか見てみよう。ここで扱う学習者によく見られる誤りに
ついての項目は、CALD 3、LDOCE 5に学習者の誤りについてのノートがない項目も
ある。
（1）behaviour  n
Behaviourの複数形について
MED 2  Behaviour is usually an uncountable noun, so it is rarely used in 
the plural:
 × Parents should be able to prevent their children’s crimes or bad 
behaviours.
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 ✓ Parents should be able to prevent their children’s crimes or bad 
behaviour.
 The plural form ‘behaviours’ is a specialized term used in fields 
such as psychology, social science, and education. This use is much 
less common than the uncountable use:
 In this chapter, we discuss strategies for dealing with the problem 
behaviours of young children.
MED 2にはbehaviourは、通例、数えられない名詞として用いられ、複数形で用
いられるのは、まれであるとしたうえで、複数形は心理学などの分野で用いられるこ
とが述べられている。
CALD3のbehaviourのCommon mistakeボックスの記述と比較してみよう。
CALD 3  Behaviour does not have a plural form. 
 Do not say ‘behaviours’. Only say behaviour:
 　There can be many reasons for children’s bad behaviours.
 　There can be many reasons for children’s bad behaviour.
MED2と異なり、CALD3は、behaviourには複数形はないと断言する立場をとっ
ている。MED 2は、behaviourのエントリーでも、‘a particular way of behaving’
の意味の場合は、数えられる名詞［C］としている。一方、CALD 3では、数えられな
い名詞としての用法のみが掲載されている。
LDOCE 5には、この語について のついた学習者によく見られる誤りのノートは
ない。この語のエントリーには、CALD3と同様、数えられない名詞としての用法の
みが記述されている。
Behaviourの複数形について、MED2とCALD3、LDOCE 5との間に記述の違い
があることがわかる。
（2）can  modal verb
Canの否定形の綴りについて
MED 2  The negative form of the verb can is cannot. It is almost always 
written as one word, not as ‘can not’(two words):
 ? The quality of the information can not be guaranteed.
 ✓The quality of the information cannot be guaranteed.
助動詞canの否定形について、MED 2には、否定形が1語綴りにされるのは‘almost 
always’とあり、2語綴りの例文には×マークではなく、疑問符が付されている。
CALD 3では、cannotのエントリーにCommon mistakeボックスが設けられ、そ
こには以下のように、2語綴りを容認しない記述がある。
CALD 3  Cannot is always written as a single word.
 Don’t write ‘can not’, write ‘cannot’:
 　I can not imagine life without my computer.
 　I cannot imagine life without my computer.
 
LDOCE 5には、学習者によく見られる誤りのノートはなく、2語綴りの否定形に関
する注記も見られない。
参考までに、CCEU 2には、‘Cannot is never written “can not”’ （p. 87）.とあり、
2語綴りを容認していない。
2語綴り‘can not’に対して、MED2は多少寛容な態度をとっていると言えようか。
しかしながら、CALD 3やCCEU 2の記述から判断して、学習者はやはり、1語綴りを
用いるほうがよいと言えよう。
（3）independent  adj
Independentとともに用いられる前置詞について
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MED 2  The usual preposition to use with independent is of, not from:
 × Credit cards make students feel independent from their parents.
 ✓ Credit cards make students feel independent of their parents.
 The pattern independent from is used only when we are talking 
about a country that is no longer governed by another country:
 Brunei became fully independent from the United Kingdom in 
1984.
MED2には、independentとともに前置詞fromを用いる学習者の誤りが掲載され
ている。CALD3とLDOCE 5には、independentの後ろにくる前置詞に関して、学習
者の誤りについてのノートはない。
上記MED 2の記述には、通例、independentとともに使用される前置詞はfrom
ではなくofであると述べた上で、「他の国の支配をもはや受けない国」について言う
場合には、independent fromの形が用いられるとの記述がある。同辞典の
independentのエントリーを見ると、この語の第1義は‘ruled by its own 
government, rather than controlled by another country’であり、この意味の場合に
はfromと、第3義‘not depending on other people for money’ではofと用いられ
るという記述がある。「independentとともに通例使用される前置詞はofであり、
fromではない」との記述にもかかわらず、fromが用いられる意味が第1義であるの
は気になるところである。
CALD3、LDOCE 5のindependentのエントリーを見てみよう。両辞典において、「国
が独立した」という意味は、それぞれ、第4義と第3義である。この意味の場合、
CALD3では、Belize became fully independent from Britain in 1981.のように、
fromが用いられた例文が掲載されているが、LDOCE 5の例文には、independent
とfromが用いられた例文も、前置詞fromとの共起に関する情報も掲載されていない。
OCD2は、この語の第1義は‘not needing other people’となっており、共起する
前置詞としてofが掲載されている。第2義は‘not influenced or controlled by 
anyone else’であり、共起する前置詞には、from（The country became fully～
from France in 1960.）とof（an organization that is～of the government）が掲載
されている。
Independentとともに用いられる前置詞fromの掲載について辞典の間で違いが
あることがわかる。
（4）knowledge  n
Knowledgeとともに用いられる前置詞について
MED 2  The usual preposition that follows knowledge is of.
 Don’t use the prepositions in or on:
 × It takes more than just knowledge in a subject to succeed.
 ✓ It takes more than just knowledge of a subject to succeed.
 × This is where you can gain a general knowledge base, and 
specific knowledge on the subject you have chosen to study.
 ✓ This is where you can gain a general knowledge base, and 
specific knowledge of the subject you have chosen to study.
 The preposition about can also be used with knowledge, but it is 
much less frequent than of:
Figure 2  MED2  p.835
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MED 2は、knowledgeの後ろに用いられる前置詞は、通例ofであり、inとonは
誤りであると記述している。MED 2は、aboutもまたknowledgeとともに用いられ
るとし、ofよりもはるかに頻度は低いと述べているが、誤りとはしていない。上のグ
ラフから、ネイティヴスピーカーの書いた英文におけるofとaboutの頻度は、ofのほ
うが圧倒的に高いことがわかる。
LDOCE 5には、この語と動詞とのコロケーションについての学習者によく見られ
る誤りに関するノートはあるが、前置詞の共起についてのノートはない。同辞典のこ
の語のエントリーには、第1義‘the information, skills, and understanding that you 
have gained through learning or experience’の場合に、共起する前置詞としてof
とaboutが挙げられている。
前置詞aboutについては、MED 2、LDOCE 5と他の辞典、語法書の間に記述の違
いが見られる。CALD3のCommon mistakeボックスには、knowledgeとともに
aboutを用いるのは誤りであるとしている。
CALD 3  The correct preposition to use after knowledge is of. 
 Don’t say ‘knowledge in/about/on something’, say knowledge of 
something:
 　This job requires knowledge about at least two foreign languages.
 　This job requires knowledge of at least two foreign languages.
CCEU 2には、‘Note that you do not use any preposition except of after 
knowledge’（p. 261）.とあり、of以外の前置詞を用いないよう注意を促している。
OCD 2には、knowledgeの後ろにくる前置詞として、ofが掲載されており（a 
wide～of antiques）、aboutは掲載されていない。
Knowledgeの後ろに前置詞aboutを使用する用法の掲載と容認性をめぐって、辞
典、語法書の間で違いがあることがわかる。
7　その他、MED 2のGet it rightボックスの記述について、気づいた点を挙げてみ
よう。
まず、despite prepのボックス（本体中央のセクション（IW20）にもdespiteの
Get it rightボックスは設けられているが、ここでは、despite prepのエントリー中
のボックスをいう）には、‘Despite and in spite of mean exactly the same, but 
despite is much more frequent’.のように、despiteが in spite ofよりもはるかに頻
度が高いという記述があるが、どのレジスターにおいて頻度が高いのかは、このボッ
クスの中では述べられていない。本体中央のIW20のグラフを見ると、学術的な文章
において、despiteが in spite ofよりも頻度が高いことがわかる。学習者は、MED 2
の使用にあたって、Get it right ボックスが、writingをサポートするねらいがある
ことを心しておかなければならない。しかしながら、何における頻度なのか、明記さ
れているほうが、学習者は、より正確に理解できるであろうから、このdespiteエン
トリー中のGet it rightボックスに関しては、記述がつけ加えられてもよいのではな
いだろうか。
次に、influence nのGet it rightボックスを見てみよう。この語が、「影響（力）」
の意味をもつ場合に、後ろにとる前置詞について、MED 2には、‘The usual 
preposition that follows the noun influence is on’.との記述があり、学習者が前置
詞toを用いる誤りが掲載されている。ボックスにはさらに、‘The preposition over 
can also be used with influence, but it is much less frequent than on …’との記述
がある。この記述から、学習者は、前置詞onとoverの頻度の違いを知ることができ
る。CALD 3とLDOCE5には、influenceがとる前置詞についての学習者の誤りに関
するノートは掲載されていない。CALD3は、この語について、コロケーション情報
を掲載したボックスWord partners for…の中に、‘influence on/over sb/sth’のよ
うに記述しているのみで、これら2つの前置詞の頻度情報はない。LDOCE 5も、こ
の語のエントリー中に、共起する前置詞情報として、‘［+ on/over］’とあるが、on
とoverの頻度情報はない。OCD 2も、この語の後ろにくる前置詞の中にonとover
などが掲載されているが、やはり、頻度情報はない。ただ単にinfluenceと共起する
複数の前置詞を掲載するのみではなく、MED 2が頻度情報も付していることは、評
価されてよいのではないだろうか。
－ 58－ － 59－
8　学習者によく見られる誤りについて、MED 2のGet it rightボックスと、主に、
CALD3のCommon mistakeボックスとLDOCE5の の記号が付されたノートを比
較した。MED2は、学業や仕事において必要とされるwriting skillをサポートするこ
とを、その大きな特徴として掲げているが、このことは、同辞典がGet it rightボッ
クスに掲載している誤りのタイプや記述内容を見てもよくわかる。
掲載されている学習者の誤りを比較すると、MED2、CALD3、LDOCE 5のすべて
に見られるものもあれば、MED 2には掲載されているが、CALD 3、LDOCE 5にはさ
れていないものもあった。あるいは、同じ語についての学習者の誤りでありながら、
掲載されている誤りの内容が辞典の間で異なる場合もあった。理由としては、
MED 2、CALD 3、LDOCE 5のそれぞれが基づく学習者コーパスのデータの違いや、
それぞれの辞典が何にフォーカスを置くかにより、掲載される学習者の誤りにそれぞ
れの辞典の特徴が出されることなどが考えられよう。また、辞典間において、語の用
法についての記述や情報量の違いも見られた。もっとも、MED 2、CALD 3、
LDOCE 5は学習者用辞典であるため、ある語の用法をどこまで掲載するのかは、各
辞典の教育的配慮にもよるであろう。MED2は、influenceのように、項目によっては、
複数の共起語がある場合、共起語の頻度情報を掲載していることは、学習者にとっ
て役立つであろう。また、behaviourやknowledgeのように、特定の学術分野で用
いられる用法や、コーパスデータにおいて、比較的頻度の低い共起語も掲載してあ
る項目もあることなどからして、本研究で見た限りであるが、比較した3つの辞典の
中では、MED2は、より上級レベルの学習者向けと言えようか。
今後の学習者コーパスのさらなる発展と活用、そして、学習者コーパスの分析に
よって得られる学習者に見られる様々な傾向をどのように指導に活かしていくか期待
されるところである。
Notes
1） MED2（IW2）及び、Macmillan Publishers Limitedのウェブページの情報による。
Macmillan English Dictionary. 2009. Macmillan Publishers Limited. 
 <http://www.macmillandictionaries.com/home.htm> (accessed 28 September 2009).
2） Grammar Sectionsにも、学習者によく見られる誤りが掲載されている。冠詞、動詞／名詞／形
容詞のとる構造、数えられる名詞と数えられない名詞、句読法などに関する誤りである。
3） CALD3のIntroduction（p.Ⅷ）の情報による。The Cambridge Learner Corpusの規模は現在（2009
年10月）のところ、3000万語を超え、さらに拡大している。
English Language Teaching. 2009. Cambridge University Press. 
<http://www.cambridge.org/elt/> (accessed 17 October 2009).
4） Macmillan Publishers Limitedのウェブページの情報による。注1）参照。
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